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旧年中は、社員の皆様をはじめ、お取引先各位、関係するすべての皆様から、多大なるご支援
とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
2026年は、干支で申しますと「丙午（ひのえうま）」の年にあたります。「丙」は太陽や炎を象
徴し、物事を明るく照らし、成長と活力をもたらすエネルギーを意味します。また「午」は力強
く前へ進む姿を表し、行動力や実行力の象徴とされています。すなわち丙午の年は、これまで培っ
てきた力を土台に、情熱をもって一歩踏み出し、前進していく年であると言われています。当社
も第61期に向けての礎を築き、飛躍できる年としていきます。
建設業を取り巻く環境は、資材価格の高騰、人手不足、働き方改革への対応など、依然として
厳しさを伴っています。一方で、インフラの維持更新、防災・減災への取り組み、地域社会の持
続的発展など、私たち建設業に寄せられる期待と役割は、ますます大きくなっています。こうし
た時代だからこそ、私たちは丙午の年にふさわしく、現状に甘んじることなく、変化を恐れず、
確実な一歩を積み重ねていかなければなりません。社員の皆様には、日々の現場で安全を最優先
に、誠実な施工と技術の研鑽に取り組んでいただいていることに、改めて感謝申し上げます。一
つひとつの作業、一つひとつの判断が、会社の信頼を支え、地域の未来を形づくっています。本
年も「安全はすべてに優先する」という基本を決して忘れず、互いに声を掛け合い、無事故・無
災害を目指してまいりましょう。
関係する多くの皆様には、日頃より温かいご指導とご協力を賜り、重ねて御礼申し上げます。
私たちは、法令遵守と品質確保を徹底し、公共性の高い建設業を担う一員として、社会から信頼
される企業であり続けることをお約束いたします。
本年も、地域に根ざした建設会社として、「つくる責任」「守る使命」を胸に、確かな仕事で社
会に貢献してまいります。2026年が、皆様にとって実り多く、希望に満ちた一年となりますこと
を心より祈念し、新年のごあいさつといたします。

新年あけまして
　おめでとうございます

代表取締役社長

増田 慎平
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健康
ワンポイントアドバイス 

急激な寒暖差に触れると、血圧が急上昇して脳卒中や心
筋梗塞のリスクを高めるといわれています。特に高血圧の
方や高齢者は動脈硬化が進みやすく、血管が硬くなったり、
詰まったりする可能性があるため、寒さ対策や生活習慣の
改善をすることが大切です。

～急激な寒暖差で血管がもろくなる?!～

冬の血圧トラブルにご用心
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お問合せ先・担当者

企業と経営者・従業員の健康のために
従業員の方への回覧等にご活用ください。

～急激な寒暖差で血管がもろくなる？！～

冬の血圧トラブルにご用心

冬の高血圧に要注意！

しなやかな血管を保つ食生活

寒さを感じると血圧が上がるのは、体温を一定に保つために血管を収縮させ、血管内を流れる血液を減らすことにより、でき
るだけ熱が体外へ逃げないようにしているからです。さらに、冬の時期は次のような場面で高血圧になりやすいため、注意が
必要です！

正常な血管は血管壁がしなやかで血液の流れもスムーズです。寒さによって急な血圧上昇が起こっても血管がもろくならない
ように、日々の生活習慣を見直していきましょう。

急激な寒暖差に触れると、血圧が急上昇して脳卒中や心筋梗塞のリスクを高めるといわれていま
す。特に高血圧の方や高齢者は動脈硬化が進みやすく、血管が硬くなったり、詰まったりする可能
性があるため、寒さ対策や生活習慣の改善をすることが大切です。

居間を暖めても、廊下などの
寒い所に出ると、寒暖差によ
り血圧が上昇する。

脱衣時の寒さやお湯の熱さ
による急激な温度変化でヒー
トショックを起こす。

冬は鍋やシチューなど塩分の
多い食事が増えることで血圧
が上がりやすくなる。

運動不足によって発汗が少な
く、体重も増加傾向にあるた
め、血圧上昇の原因に。

塩分のとり過ぎに注意

味の濃い料理、インスタント食品
や加工食品は控えめに。季節の
食材や酸味、辛味を上手に使って、
積極的に減塩しましょう。

強い血管をつくる
食材を積極的に！

魚類・大豆・豆製品・野菜な
ど、血管を強くするのに役立
つ食材を中心に、バランスの
良い食事を意識しましょう。

ストレスを減らし、
睡眠をたっぷりと

多忙な生活や精神的な緊張
は血圧に影響します。息抜き
できるよう心掛け、睡眠時間
は十分に。

禁煙する

喫煙は血管を収縮させ血圧
を上げるうえ、寒いベランダ
などでの喫煙はさらに血管に
ダメージを与えます。

自宅内での温度差 入浴時の温度差 塩分の多い食事 運動不足

COLD
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元気に
復帰してください。

池田幸広
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TEL.	0537-86-3245
FAX.	0537-86-6675

Email. info@msd1912.com
URL. https://masudagumi1912.co.jp/
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未来を変えようあなたの声で未来を変えようあなたの声で〉〉
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東
京

12
24	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

12
25	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
道
路
啓
開
訓
練

行
事
予
定
（
12
27
〜
1
26

）

1
5	

㈱
増
田
組 

新
年
安
全
祈
願
祭
・
仕
事
始
め
の
式

1
6	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会 

新
年
安
全
祈
願

1
7	

袋
井
建
設
業
協
会「
新
年
の
つ
ど
い
」

	

中
電
不
動
産
安
全
衛
生
協
議
会

浜
岡
地
区
会　

新
年
安
全
祈
願

冬
季
休
暇
の
お
知
ら
せ
12

27㈯

1

4㈰

～

作業安全
・ 重機使用時での作業エリアの確実な明示
・ 強風による飛散防止対策の実施
交通安全
・ 交差点での左右確認
環境目標
・（社内）室内の温度でエアコンのON・OFFを行いましょう
・（現場）工事用車両のエコドライブを心がけましょう

建設業年末年始労働災害防止強調期間建設業年末年始労働災害防止強調期間〈〈1212//11～～11//1515〉〉

こ
の
た
び
、
令
和
七
年
十
二
月
十
二

日
に
入
籍
い
た
し
ま
し
た
。「
イ
チ
ニ
、

イ
チ
ニ
」
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

二
人
三
脚
で
歩
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
こ
の
日
を
選
び
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
い
二
人
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、支
え
合
い
な
が
ら
、

公
私
と
も
に
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   

組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
期
間

中
、
浜
岡
北
小
学
校
の
生
徒
た
ち
の
登

校
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
年
末
は
忙
し

く
な
り
が
ち
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の

心
掛
け
が
、事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、

地
域
全
体
の
安
心
安
全
に
繋
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん

で
協
力
し
て
安
全

な
気
持
ち
の
良
い

年
末
年
始
を
迎
え

ま
し
ょ
う
！

今
年
も
御
前
崎
市
建
設
業
組
合
の
一

員
と
し
て
地
域
貢
献
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
御
前
崎
市
立
浜
岡
北

小
学
校
で
、
木
製
の
イ
ス
を
修
理
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
イ
ス
を
分
解
し
て
か

ら
再
度
組
み
立
て
る
作
業
で
、
慣
れ
な

い
作
業
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、

建
設
業
へ
の
理
解
と
子
ど
も
た
ち
が
少

し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
良
い

な
と
常
々
思
い
ま
す
。

冬
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
栄
養
満
点
の

シ
チ
ュ
ー
。
体
も
心
も
温
ま
る
一
皿
で
、
家

族
や
仲
間
と
囲
む
食
卓
が
さ
ら
に
楽
し
く
な

り
ま
す
。

校校校

補補補

助助助

登登登

作
り
方

①
下
ご
し
ら
え　

根
菜
は
皮
を
む
き
、
大
き
め
の

一
口
大
に
切
る
。
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
小
房
に
分
け
て
下
茹
で
し
て
お
く
。

②
炒
め
る　

鍋
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、
鶏
肉
を
炒

め
る
。
色
が
変
わ
っ
た
ら
玉
ね
ぎ
を
加
え
、
し

ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め
る
。

③
煮
込
む　

根
菜
を
加
え
、
軽
く
炒
め
た
ら
水

５
０
０
㏄
と
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て
煮
込
む
。
野

菜
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
約
15
分
。

④
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
る　

別
の
鍋
で
バ
タ
ー

20
ｇ
を
溶
か
し
、
小
麦
粉
を
炒
め
る
。
牛
乳
を

少
し
ず
つ
加
え
な
が
ら
混
ぜ
、な
め
ら
か
な
ソ
ー

ス
に
す
る
。

⑤
仕
上
げ　

煮
込
ん
だ
鍋
に
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を

加
え
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
入
れ
て
さ
ら
に
５
分

煮
る
。
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え
る
。

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

根
菜
た
っ
ぷ
り
シ
チ
ュ
ー

材　

料
（
４
人
分
）

◦
鶏
も
も
肉
…
３
０
０
ｇ
（
一
口
大
に
切
る
）

◦
じ
ゃ
が
い
も
…
２
個

◦
人
参
…
１
本

◦
大
根
…
１
／
４
本

◦
ご
ぼ
う
…
１
／
２
本

◦
玉
ね
ぎ
…
１
個

◦
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
…
１
／
２
株

◦
バ
タ
ー
…
30
ｇ

◦
小
麦
粉
…
大
さ
じ
３

◦
牛
乳
…
４
０
０
㏄

◦
コ
ン
ソ
メ
…
２
個

◦
塩
・
こ
し
ょ
う
…
適
量

入
籍
報
告

事
業
部

土
木
担
当 

松
永 

悠
仁


